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１．概要（Summary ） 

使用済み核燃料再処理で発生する高レベル廃液には

少量でも高発熱性、高放射毒性のマイナーアクチニド

(MA,アメリシウム(Am)、キュリウム(Cm)等)核分裂生成

物(FP)のランタノイド(Ln)、白金族元素(PGM)等が含ま

れる。高放射毒性、高発熱性の MA を分離により処分

場への負荷低減が可能となる。化学的性質の類似した 3

価の Am, Cm を Ln から分離するには錯体構造の理解が

重要であり、特定 f 元素への選択性を有する抽出剤と各

元素との錯体の XAFS 測定を行っている。溶媒抽出に

用いる有機溶媒の工夫により第三相形成を抑え、イオ

ン認識性や分配挙動を改善させる検討を、マテリアル

ズインフォマティクス(MI)を援用して実施している。

また、核燃料サイクルにおいて分離した MA の暫定保

管体開発、MA、Cs、Sr といった福島原子力発電所(1F)

汚染水処理で発生する放射性同位元素のリン酸塩固化

検討を進めている。ドーパント元素の電子状態と水へ

の浸出挙動との相関の理解を目指している。 

２．実験（目的,方法）（Experimental） 
タンデムに配置したイオンチャンバー間にプラ製

キュベット(光路長 10 mm)、またはポリ袋に試料を封

入して設置し、透過法と蛍光法によりデータを取得し

た。また、BL22XU に据え付けられている KB ミラー

を用いた顕微 XAFS も予備的に実施した。ミクロンオ

ーダーまで集光した光を、用いて XRF 並びに蛍光法に

よる XAFS スペクトルを取得した。 

３．結果と考察（Results and Discussion） 
抽出錯体試料については前回測定しきれなかった希

土類元素での XAFS スペクトルを取得し、マテリアル

ズインフォマティクスデータを更に取得した。 
固化体試料については、AgI を Zr マトリクスに熱間

等方圧加圧法で処理した試料について、KB ミラーを用

いた顕微 XAFS を行った。図 1 に測定例を示す。AgI
を、Zr をマトリクスとして熱間等方圧加熱(HIP)処理を 

図 1 AgI を Zr で HIP した試料の XRF 並びに Zr の顕

微 XAFS スペクトル 
行ったものについて、I、Ag、Zr の元素マッピングを

XRD により取得し、Zr の各位置における XAFS スペ

クトルを示した。I は化学状態の変化を伴わず拡散する

傾向が見られた。一方で Ag は一カ所に集まり、一部は

還元され単体金属に似た化学状態をとなった。Zr は

AgI の粒子との界面付近で一部が酸化され、標準物質
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の測定結果との比較により、酸化物と似た状態をとる

ことが分かった。Ag と Zr は XRD や第一原理計算でも

HIP のような高温高圧条件では幾つかの金属間化合物

が形成されることが分かっており、今後更に詳細なメ

カニズム、物性評価検討を行う。更に、浸出試験や耐放

射線試験も併せ、廃棄物処分シナリオ検討に展開する。 
４．その他・特記事項（Others） 
なし。 

  

 


